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ABSTRACT

On the exper i ment of the beam blow~up (BBU),we observed the break up modes 

of three groups. The one occurs in the frequency range of 3.8~3.9 GHz,and the 

others are also 4. 20-4. 25 GHz and 4.33 — 4.38 GHz. The causal i t i es of later modes 

are understood, but the former i s not clear. Thi$ paper d i scusses about the BBU 

of the new modes。

傘 1 は じ め に
P F 入 射 器 は ，大 鼋 流 の 電 子 ビ ー ム も 加 速 す る 出 来 る 様 に 、 色 々 な 防 止 策 を 構 じ た 設  

計 、 並 び に 製 作 を 行 い 4 O O m A に 近 い ビ ー ム 電 流 の 加 速 に 成 功 し た 。 し か し な が ら 、 ビ 
ー ム の パ ル ス 幅 が 2 マ イ ク CI秒 を 超 え る と ， ビ ー ム が 不 安 定 に な り ， 3. 8 — 3. 9 

G H z ,  4 . 2 0 — 4* 2 5 G H z ，4 e 3 3  — 4, 3 8 G H z に 発 散 周 波 数 が 測 定 さ れ  
た 。 こ の 3 グ ル - ブ の 発 散 現 象 は 独 立 現 象 の 如 ぐ に 観 測 さ れ た 。

し か し ， 3* 8 — 3 a 9 G H z 帚 の 鮝 徽 鐲 波 数 は ，予 測 外 で あ リ ， こ れ が 何 に 依 る も  
の か は 明 ら か で 無 い 。 こ の 原 因 を 究 明 す る た め に ，電 子 ビ ー ム が 発 散 す る 時 の 周 波 数 を ， 
更 に 詳 細 に 測 定 し ，今 後 も 調 査 を 続 け る 必 要 が あ る 。

$ 2 発 散 周 波 数 の 測 定 と ビ ー ム 調 整
発 散 周 波 数 は ，入 射 器 の 下 流 の ビ ー ム ス イ ッ チ ヤ ー ド に 設 置 し た 同 軸 型 電 流 モ ニ ダ ー  

か ら の 信 号 を ，低 損 失 の S F ケ イ ブ ル で 約 7 O m 雛 れ た 第 5 副 制 御 室 ま で 鵪 送 し ， マイク  
ロ 波 用 の 高 感 度 ス ぺ ク ト ル * ア ナ ラ イ ザ 一 を 利 用 し て 測 定 し た 。 測 定 ブ ロ ッ ク 園 は ， 図 1 
に 示 す 如 く で あ る 。

前 回 の 実 験 （1 9 8 3 年 7 月 》 に 使 用 し た ビ ー ム 電 流 モ ニ タ ー は ， 3 9 D 相 当 の 同 軸  
管 の モ ニ タ ー へ ッ ド と 信 号 取 出 し 接 栓 を テ 一 パ 管 で 接 続 し た 構 造 に し て 広 蒂 域 の 周 波 数 特  
性 を 持 つ よ う に 設 計 し た も の で あ り ， そ の 詳 細 は 國 2 に 示 し て あ る 0

今 回 の 実 験 （1 9 8 4 年 3 月 ） の モ ニ タ 一 は ， ビ ー ム ダ ク ト に 小 さ な 電 極 と ル ー プ を  
取 付 け た 簡 単 な 構 造 の 物 を 使 用 し た が ，測 定 感 度 が 低 く ，結 果 と し て 失 敗 で あ っ た 。

入 射 礙 の ビ ー ム 発 散 測 定 の 実 験 に は 最 低 2 シ フ 卜 （1 6 時 間 ) を 必 要 と し た 《 特 に 大  
電 流 の ビ ー ム 加 速 の 場 合 ， ビ ー ム 電 流 の 増 加 に 従 っ て 電 子 の 加 速 エ ネ ル ギ ー が 低 下 す る の  
で ， そ の 都 度 ビ ー ム 輸 送 系 集 束 電 磁 石 の 設 定 を 行 う 必 要 が あ っ た 。 又 、 電 子 ビ ー ム の 透 過  
率 の 良 い ビ ー ム 輸 送 軌 道 を 設 定 し よ う と す る と 、 そ の _ 整 に 大 多 数 の 時 間 を 費 や し て し ま  
い ，実 験 の 検 証 や 詳 細 な 測 定 に 使 用 出 来 る 時 間 は ， ほ ん の 僅 か に な っ て し ま っ た 《

今 回 は ，特 に こ の 実 験 後 に 共 同 利 用 実 験 が 控 え て 居 た の で ，電 子 銃 の 苛 酷 な 使 用 が 出  
来 な い た め に ， ビ ー ム 電 流 の 増 強 謂 靈 に 手 間 取 っ た

今 回 は ，電 子 ビ ー ム を 滅 少 さ せ な い よ う に 注 意 し な が ら ビ ー ム 輸 送 を 藺 整 し 、 予 定 の



ビ ー ム 電 流 値 に 到 達 し た の で, ビ ー ム が 安 定 に な リ ，な か な か 発 霞 現 象 が 発 生 し な か っ た  
. こ の 籲 に ，大 電 流 加 速 に よ る ビ ー ム の 不 安 定 を 測 定 す る 実 験 は ，不 確 定 な 要 素 が 多 く 効  
率が惑るかったノ

こ の 実 験 を 行 う と き は 、加 速 器 の 放 射 化 を 出 来 る だ け 避 け る た め に 、最 初 、加速管の
マ イ ク n 波 充 填:時.闘:：( O i 5 マ イ ク ロ 秒 ） よ リ 少 し パ ル ス 幅 の 広 い ビ ー ム で_ 整 し 、 その
調 整 終 了 後 に . ビー ム の パ ル ス 幅 を 広 げ る 方 法 を 取 っ た

$ 3 測定結果 .

前 回 の 実 験 で は 、 3 グ ル ー プ の 発 散 周 波 数 が 観 測 さ れ た が , 今 回 は 観 測 出 来 な か っ た  
が、 其 の 理 由 の 一 つ に 今 回 使 用 し た モ ニ タ ー の 感 度 不 足 が あ げ ら れ る 0

前 回 の 実 験 結 果 を 國 3 に 示 し て あ る 。 こ の 図 か ら 明 ら か な 镞 に 、 そ れ ぞ れ の グ ル ー プ  
に は 、 5 儀 ® 齋 徽 诵 波 数 が 存 在 し て い る よ う に 思 わ れ る @ こ れ は P F 入 射 器 が 3 2 本を一  
組 と す る 5 種 類 の 加 速 管 16 0 本 で 構 成 さ れ て 居 る 寧 と 対 比 す る な ら ば 自 明 の 理 で あ る 。

特 に 、 4 ン 2 0 — 4、2 5 G H z の 発 散 周 波 数 は ，加 速 管 の 小 電 力 測 定 に 依 る 発 散 周  
波 数 に 良 く 合 っ て い る 。 しかし、 3 • 8 - 3 • 9 G H z の 周 波 数 に つ い て は 、 加速管の小  
電 力 測 定 結 果 と 無 関 係 で あ り 理 解 出 来 な い 。

しかも、 こ の 発 散 現 象 の 発 見 は 、全 く の 偶 然 に 依 る も の で あ っ た 。 そ れ は 、 4 . 2 0  

一 4 • 2 5 G H  z の 発 散 周 波 数 を 探 索 中 に 、 こ の 周 波 数 蒂 に は 、 全 ぐ 何 も 観 測 ざ れ て い な  
い の に ， ビ ー ム の 発 散 現 象 が 、下 流 の 他 の 電 流 モ ニ タ 一 に、非 常 に 強 く 観 測 さ れ た 報 告 に  
よ る 。 こ の 報 告 を 驂 い て 急 い で 擦 索 し た 結 果, 3. 8 — 3 • 9 G H z に発徽周波数を観測  
さ れ た 。 し か し な が ら ， 4 • 2 0 - 4 .  2 5 G H z に 発 徽 現 象 が 発 生 し た 時 に は ，逆にこ 
の 周 波 数 蒂 に は 何 も 観 測 さ れ な か っ た 。従 が っ て 、 こ の 2 っ の 現 象 は ，互いに独立現象と  
判 断 し た 。
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•園 ] : BBiU実験装置配置國 國 2 広 箒 域 ® ビ ー ム 電 爾 モ = タ



図 3 ビームモニタ一 の 僭 号 を ス ぺ ク ト ル * ア ナ ラ イ ザ ー で 周 波 数 に 弁 別 し て  
横 軸 に 周 波 数 ，縦 軸 に そ の 信 号 の 強 度 を 表 示 し て あ る 。上 段 は ビ ー ムモニターの 
信 号 線 に ロ ー パ ス フ ィ ル タ 一 を 入 れ た 時 の 発 散 周 波 数 を 表 わ し て い る 。


